
「感覚統合理論」または「感覚統合遊び」という言葉を聞いたことがありますか？

「感覚統合理論」とは、人間の発達や行動を脳における感覚情

報の統合という視点で考えた理論で、1970年代にアメリカの作

業療法士であるジーン・エアーズ氏により提唱されました。この

理論では、子どもの「やってみよう」「チャレンジ・試行」「できた」

の３つの循環を大切にしています。

「感覚統合」とは、目や耳、皮膚、筋肉などから入るたくさんの情報（刺激）を整理したり関連

づけたりして、環境にうまく適応できるようにするはたらきのことです。発達に遅れのある子ども

は、外部からの情報が少なかったり反対に過多になったりした場合、脳の交通整理がうまくで

きず、その状況に応じた行動が取りにくくなると考えられています。これらの交通整理の手助け

となるのが、遊びを通して必要な身体機能の発達を促す「感覚統合遊び」です。

人間には視覚・聴覚・嗅覚・味覚・触覚の五感が備わっているのは広く知られていますが、加

えて重力を含めた加速度や身体の傾きや動きを感じる「前庭覚」と筋肉や関節の状態を感じ

る「固有受容覚」を含めた七感が身体や脳の発達に非常に影響を与えているといわれていま

す。エアーズ氏はなかでも子どもの発達において「触覚 ・ 前庭覚 ・ 固有受容覚」の重要性を

強調しています。

アトリエ・ケルナー社の遊具には、運動機能や考察力の発達を促す感覚統合遊びの要素が多

く取り入れられ、楽しく遊びながら自然と身体機能を向上することが期待できます。エアーズ氏

が「感覚統合理論」を提唱した当時は、感覚統合遊びはLD（学習障害）の子どもに対する治

療モデルでしたが、現在では自閉症やLD、ADHD（注意欠如多動性障害）などの子ども、全般

的に運動機能が低下している子どもにも使用されています。また、障害の有無にかかわらず、

すべての子どもたちの発育・発達にも非常に有効であることが報告されています。

今注目される「感覚統合理論」
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感覚統合の3原則
 ① 感覚は脳の栄養素である

 ② 感覚入力には交通整理が必要である

 ③ 感覚統合は積み木を積み上げるように発達する
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